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第
１
回
定
例
会
最
終
日
の
３
月　

日
に
、
阿
部
和
芳
議
長
の
議
員

２６

辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
阿
部
欽
一
郎
副
議
長
が
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
部
欽
一
郎
副
議
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

同
日
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
長
倉
利
一
議
員
が
副
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

悪
夢
の
よ
う
な
惨
状
を
呈
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
被
災
者
の
方
々
は
、

先
の
見
え
な
い
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
第
１
回
定
例
会
で
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
賜
り
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
責
務
の
重
さ

を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
阿
部
議
長
の

女
房
役
と
し
て
、
し
っ
か
り
補
佐

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
は
公
平
・
公
正
を
旨
と

し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

全
身
全
霊
を
傾
注
し
、
こ
の
任
に

あ
た
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
市
は
最
大
の
被
災
都
市
で
あ

り
ま
す
が
、「
世
界
の
復
興
モ
デ

ル
都
市
石
巻
」
実
現
の
た
め
、
議

員
各
位
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
ふ

る
さ
と
石
巻
」
を
一
日
も
早
く
復

興
さ
せ
、
市
民
が
元
通
り
の
生
活

を
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
で

頑
張
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
も

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

長
倉
利
一　

副
議
長

　

こ
の
度
３
月
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
議
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
苦
し
く

辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
将
来
に
対
す
る
不

安
を
抱
え
て
の
日
々
、
一
方
で
自
ら

立
ち
上
が
り
生
活
再
建
に
取
り
組

ん
で
い
る
多
く
の
方
々
が
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
逆
境
や
苦
難
に
も
め
げ

ず
、
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
皆
様

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
全
力
で
復

興
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

防
災
・
危
機
対
策
を
推
進
し
て
、

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
住
宅
再
建
、
産

業
再
生
な
ど
課
題
は
山
積
み
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
英
知
を
結

集
し
て
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

不
断
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

阿
部
欽
一
郎　

議
長

長倉利一副議長 阿部欽一郎議長

議　

長
に 
阿
部
欽
一
郎

阿
部
欽
一
郎 
氏

副
議
長
に 
長長
倉
　
倉　
利利　
一一 
氏

復興へ向けてさらに加速

新正副議長
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「
復
旧
期
」か
ら「
再
生
期
」

へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
り
、

復
興
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
平
成　

年
度
当

２５

初
予
算
は
、
一
般
会
計
の
総

額
が
、
２
、
２
６
０
億
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
３

７
２
億
円
、　

・
１
％
の
減

１４

と
な
り
、
各
種
特
別
会
計
を

含
む
総
額
は
対
前
年
度
比

　

・
６
％
減
の
２
、
８
７
６

１１億
８
千
万
円
と
な
っ
た
。

　

市
税
は
対
前
年
度
比　

・
４２

７
％
の
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

個
人
や
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

震
災
後
の
建
設
投
資
の
増
大

に
よ
り
、
給
与
所
得
の
増
加

及
び
建
設
業
や
不
動
産
業
な

ど
復
興
関
連
業
種
を
中
心
と

す
る
企
業
収
益
の
増
収
を
見

込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
地
方

交
付
税
は
、
４
０
０
億
９
千

万
円
で
対
前
年
度
比　

％
減
、

１８

国
庫
支
出
金
は
８
０
０
億
１

千
万
円
で
対
前
年
度
比　

・
５２

２
％
減
、
県
支
出
金
は
１
３

２
億
９
千
万
円
で
対
前
年
度

比　

・
７
％
減
、
市
債
は
１

１２
１
１
億
３
千
万
円
で
前
年
度

比
４
・
５
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移

転
事
業
、
復
興
公
営
住
宅
整

備
事
業
、
適
応
指
導
教
室
整

備
事
業
、
市
民
球
場
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
改
修
費
工
事
、
石
巻

斎
場
改
修
、
漁
港
・
道
路
・

学
校
施
設
等
の
災
害
復
旧
に

要
す
る
経
費
な
ど
の
投
資
的

経
費
は
、
8
3
7
億
円
、
対

前
年
度
比　

・
１
％
増
と

２３

な
っ
た
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、

復
興
公
営
住
宅
整
備
事
業
等

の
住
ま
い
の
再
建
に
関
す
る

事
業
や
、
避
難
タ
ワ
ー
の
整

備
等
の
防
災
関
連
事
業
、
被

災
し
た
漁
港
整
備
や
雇
用
対

策
費
等
、
引
き
続
き
震
災
復

興
関
連
事
業
を
中
心
と
し
、

厳
選
し
た
予
算
と
な
っ
た
。

平
成　

年
度　

石
巻
再
生
に
向
け
た
予
算
を
可
決

２５

　

復
興
へ
向
け
て
加
速
の
年

歳　

入

歳　

出

市
民
生
活
や
産
業
の
進
展
施
策
の
た
め
の
予
算

当
初
予
算　

総
額
2
、8
7
6
億
8
千
万
円

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

２５

２６

２６

の　

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
市
長
の
施
政
方
針
演
説
と
こ
れ

２９
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成　

年
度

２５

各
種
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
、
平
成　

年
度
各
種
会
計

２４

補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
の
市
長
提
出
議
案　

件
と
委
員
会
提

６４

出
議
案
３
件
及
び
議
会
提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
提
出
議
案
と
し
て
、 

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
に
関
す
る

決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第１回定例会

の使いみち
一般会計予算
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▼造成工事中の復興公営住宅整備予定地（新蛇田地区）

2,260億円 
　　　　平成25年度　

前年度比
 (％）

予算額
(千円)

会計区分

▲14.1226,000,000一般会計

▲19.4169,090,360復旧復興分

6.456,909,640通常分

▲0.959,409,915特別会計

▲89.21,001,325土地取得

内　
　
　
　
　
　

訳

▲61.8163,342水産物地方卸売市場事業

0.322,469駐車場事業

10.519,339,749下水道事業

▲29.420,170漁業集落排水事業

▲44.2555,024農業集落排水事業

114.694,904浄化槽整備事業

皆増5,941,948市街地開発事業

▲1.019,573,910国民健康保険事業

▲1.61,519,818後期高齢者医療

7.911,177,256介護保険事業

▲5.92,264,858病院事業会計

▲11.6287,674,773合　　　計

大規模予
算

復興へ向け加速の年

■平成25年度当初予算の主な事業
災害派遣職員関係費　 24億6984万円
生活保護各種扶助費　 26億4273万円
東日本大震災援護費　 25億8842万円
被災住宅再建資金利子補給事業費　 13億2055万円
災害廃棄物処理業務費　 684億8664万円
震災等緊急雇用対応事業費　 18億6676万円
中小企業等融資関係費　 14億4882万円
復興道路整備事業費　 6億2100万円
渡波稲井線街路整備事業費　 10億7600万円
復興公営住宅整備事業費　 141億1441万円
防災集団移転促進事業費　 391億9347万円
がけ地近接等危険住宅移転事業費　 23億8500万円
避難タワー整備事業費　 6億1050万円
被災生徒通学支援事業費　 2億5354万円
高等学校統合整備事業費　 11億6310万円

<一般会計予算の内訳>

総務費 93.1（4.1％） 

公債費 87.5（3.9％） 

歳出総額 
2,260億円 

衛生費 
774.5（34.3％） 土木費 

691.1（30.6％） 

民生費 
237.8（10.5％） 

労働費 29.7（1.3％） 

商工費 25.4（1.1％） 

災害復旧費 
140.8（6.2％） 

教育費 
94.3（4.2％） 

農林水産業費 42.0（1.9％） 

消防費 38.3（1.7％） 

その他 5.5（0.2％） 

■平成25年度各種会計のあらまし

２　歳出（目的別） 単位：億円

歳入総額 
2,260億円 

市税 150.7（6.7％） 

国庫支出金 
800.1（35.4％） 

地方交付税 
400.9（17.7％） 

依存財源 
1,470.0（65.0％） 

自主財源 
790.0（35.0％） 

県支出金 
132.8（5.9％） 

市債 
111.3（4.9％） 

譲与税・交付金 
24.9（1.1％） 

その他 
639.3（28.3％） 

１　歳入 単位：億円
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・財産の無償譲渡について
・財産の無償貸付けについて
・宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について
・公の施設の利用の廃止に関する協議について
・公の施設の利用に関する協議について
・工事請負の契約締結について
（石巻（鹿立浜・竹浜）地区防災集団移転宅地造成工事）
（牡鹿（鮫浦・前網浜）地区防災集団移転宅地造成工事）
（雄勝（名振・大須）地区防災集団移転宅地造成工事）
（北上（小室・小指・釜谷崎）地区防災集団移転宅地造成工事）
（しらさぎ台三丁目地内法面災害復旧工事）
（向陽小学校屋内運動場建設工事）
（万石浦小学校屋内運動場建設工事）
・財産の取得について
・市道路線の認定について
・市道路線の廃止について
・市道路線の変更について

・人権擁護委員候補者を推薦するにつき意見を求める
ことについて

・石巻市議会基本条例の一部を改正する条例
・石巻市議会会議規則の一部を改正する規則
・石巻市議会委員会条例の一部を改正する条例
・2020オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大
会の東京招致に関する決議について（Ｐ７に詳細掲載）

第1回定例会　起立採決のあった議案に対する各議員の賛否
議会案第１号

2020オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大

会の東京招致に関する決議について

氏  名

議
席
番
号

○阿部　久一1

○丹野　　清2

○阿部　純孝3

○黒須　光男4

○�橋　左文6

○山口荘一郎7

○大森　秀一8

×水澤冨士江10

○阿部欽一郎11

○安倍　太郎12

○遠藤　宏昭13

○千田　直人14

○櫻田　誠子15

○渡辺　拓朗16

○千葉　眞良17

○阿部　正敏18

○青山　久栄19

－阿部　和芳20

○西條　正昭21

×庄司　慈明22

○石森　市雄23

○森山　行輝25

○長倉　利一26

○伊藤　啓二27

○堀川　禎則28

○阿部　政昭30

○�橋　栄一31

○後藤　兼位32

○�橋　誠志33

○阿部　仁州34

27賛　　　成

2反　　　対

※○：賛成、×：反対、△：欠席

※阿部和芳議員は議長であるため採決には加わりません。

第１回定例会に提出された議案と審議結果
（２月26日～３月26日開催）

・東日本大震災による被災施設の廃止等に伴う関係条
例の整理に関する条例
・石巻市議会政務調査費交付条例の一部を改正する条例
・集会所的施設における利用料金導入等に伴う関係条
例の整備に関する条例
・石巻市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例
・石巻市手数料条例の一部を改正する条例
・石巻市公民館条例の一部を改正する条例
・石巻市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改
正する条例
・石巻市重度心身障害者等医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例
・石巻市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例
・地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保
健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
・石巻市老人憩の家条例の一部を改正する条例
・石巻市介護保険条例の一部を改正する条例
・石巻市印鑑条例の一部を改正する条例
・石巻市防災会議条例の一部を改正する条例
・石巻市生活改善施設等設置に関する条例の一部を改
正する条例
・石巻市都市公園条例の一部を改正する条例
・石巻市震災復興土地区画整理事業施行に関する条例
の一部を改正する条例
・石巻市営住宅条例の一部を改正する条例

・平成２５年度石巻市一般会計予算
・平成２５年度石巻市土地取得特別会計予算
・平成２５年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市駐車場事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市下水道事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市漁業集落排水事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市農業集落排水事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市浄化槽整備事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市市街地開発事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市国民健康保険事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市後期高齢者医療特別会計予算
・平成２５年度石巻市介護保険事業特別会計予算
・平成２５年度石巻市病院事業会計予算
・平成２４年度石巻市一般会計補正予算（10号）（11号）
・平成２４年度石巻市土地取得特別会計補正予算（第３号）
・平成２４年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算（第５号）
・平成２４年度石巻市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・平成２４年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２４年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）
・平成２４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・平成２４年度石巻市介護保険事業特別会計補正予算（第６号）
・平成２４年度石巻市病院事業会計補正予算（第４号）
・平成２５年度一般会計補正予算（第１号）

・専決処分の報告並びにその承認を求めることについて

条 例条　　例 （原案可決）

予 算予　　算 （原案可決）

そそ の　の　他他 （承認、原案可決）

人 事人　　事 （原案可決）

委員会・議会委員会・議会 （原案可決）



5

第1回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市重度心身障害者等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
　○医療費助成の受給資格を更新するには、毎年の申請行為が必要であったことから、対象者である重度心身障

害者等に対して負担を生じさせていたため、更新の場合は、受給資格を担当課で確認して更新できるよう、

本条例の一部を改正した。

◆石巻市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例
　○放課後児童クラブの利用対象者を小学校４年生までに拡大するとともに、余裕教室を利用して開北地区、万

石浦地区及び大谷地地区に新たに児童クラブを設置することから、本条例の一部を改正した。

◆石巻市都市公園条例の一部を改正する条例
　○東日本大震災の復興支援として、プロサッカー選手である本田圭佑氏によって総合運動公園内に人工芝の

フットサルコートが設置され、本市に寄贈されることとなったことから、石巻市フットサルコートに係る規

定を定めたもの。また、昨年８月に策定した「被災公共施設の再建（廃止）方針」基づき、被災した雲雀野

公園を廃止するため、本条例の一部を改正した。

可決された条例の中から

　今回の補正予算は、災害復旧事業と同時施工で実施する「釜会館」の改修に要する経費をはじめ、震災の影響

により建替えが必要となった「北村保育所」及び老朽化により建替えする「特別支援教育共同実習所」の建設費を

それそれぞれ措置したほか、市の「地域振興民間能力活用事業計画」に位置づけられた民間事業者が実施する設備

取得等に対する貸付金、石巻地方広域水道企業団への災害復旧等に係る負担金、減債基金への積立金、市債の繰

上償還に係る元金償還金及び民生、水産業、その他公共施設に係る災害復旧費などについて、所要額を措置した。

　また、各種事務事業の執行状況等による整理、各種特別会計への繰出金、国庫補助金等の確定に伴う歳入予算

の整理なども併せて行った。

可決された補正予算のおもな中身は

◆民生費では
　・北村保育所の移転新築に要する経費

　・民間保育所の整備に対する補助金など

◆教育費では
　・特別支援教育共同実習所の建替えに

要する経費

　・震災文化財保護管理費など

◆総務費では
　・民間業者が運行する離島航路の維持及び経営支援に関する経費

　・釜会館の改修に要する経費など

◆土木費では
　・急傾斜地崩壊対策事業費負担金

　・被災者住宅応急修理支援事業費など

◆災害復旧費
　・介護施設災害復旧費

　・鮎川漁港漁船船上架施設の災害復旧に要する経費

　・御番所公園展望棟の建替え及び駐車場の災害復旧に要する経費

　・観光物産情報センター（ロマン海遊21）の災害復旧に要する経費など

◆財産の無償譲渡について
　○石巻市河北福地林業者生活改善センターは、福地地区住民の集会所として地域コミュニティの形成・維持に

寄与しており、利用実績も福地地区の集会所としての利用がほとんどであるほか、福地自治会から譲渡申請

が出されていたことから、同自治会に無償譲渡することとした。

　○平成19年８月１日から医療法人啓仁会に無償貸与している旧公立深谷病院の建物のうち、解体の対象となっ

ている西館及び南館を同法人に無償譲渡することとした。

そ の 他 の 議 案 か ら

○人権擁護委員候補者に�橋高氏、沖津研治氏、森俊英氏を法務大臣へ推薦する。

人 事 案 件
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現
在
の
仮
設
住
宅
入
居
希
望
待
機

者
数
と
空
き
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
３
月
１
日
現
在
、
新
規

２５

の
入
居
希
望
が
１
１
６
件
、
入
居
者

の
異
動
希
望
が　

件
で
計
１
５
４
件
の
待
機

３８

者
が
い
る
。
２
月
末
現
在
、
１
２
３
戸
の
空

き
が
あ
る
が
、
大
部
分
が
次
の
入
居
者
が
す

で
に
決
定
し
て
い
る
も
の
、
調
整
中
の
も
の

で
あ
る
。
反
面
、
自
宅
再
建
を
済
ま
せ
た
が
、

退
去
手
続
き
を
し
て
い
な
い
等
、
生
活
実
態

の
な
い
部
屋
が
３
３
６
件
あ
り
、
本
年
の
契

約
更
新
手
続
き
の
際
に
、
退
去
の
働
き
か
け

を
し
て
い
く
。

　

小
学
校
４
年
生
ま
で
拡
充
し
た
こ

と
に
伴
う
受
け
入
れ
体
制
及
び
今
後

の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
回
の
拡
充
に
伴
い
定
員
数
の
増
、

新
た
な
教
室
の
借
用
及
び
８
名
の
指

導
員
の
増
員
を
考
え
て
い
る
。
今
回
の
増
設

と
新
設
を
含
め
る
と
、　

ク
ラ
ブ
と
な
る
。

３１

未
設
置
は
北
上
地
区
と
雄
勝
地
区
で
あ
る
が
、

教
室
の
確
保
や
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、

設
置
の
方
向
で
進
め
た
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
よ
る
当
市
の

農
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　

交
渉
参
加
の
結
果
、
当
市
の
農
林

水
産
業
、
ひ
い
て
は
ほ
か
の
産
業
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
コ
メ

や
牛
肉
な
ど
聖
域
の
堅
持
は
も
ち
ろ
ん
、
農

業
経
営
の
規
模
拡
大
や
農
地
集
積
の
推
進
、

日
本
な
ら
で
は
の
高
品
質
な
農
産
品
の
育
成

な
ど
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
国
に
対

し
て
実
情
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

漁
港
の
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

　

当
初
、
拠
点
漁
港
は
平
成　

年
度

２５

ま
で
の
３
年
以
内
に
、
そ
の
他
は
平

成　

年
度
ま
で
の
５
年
以
内
に
復
旧
す
る
予

２７
定
で
あ
っ
た
が
、
技
術
者
や
資
材
不
足
が
原

因
と
思
わ
れ
る
入
札
の
不
調
に
よ
り
、
５
割

程
度
の
発
注
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
入
札
参
加
資
格
登
録
業
者

を
全
国
に
拡
大
す
る
な
ど
、
入
札
中
止
・
不

調
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、
来
年

度
か
ら
は
、
発
注
ロ
ッ
ト
を
大
型
化
す
る
な

ど
、
複
数
年
契
約
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

業
者
が
参
加
し
や
す
い
発
注
方
法
を
検
討
し

た
い
。

　

庁
舎
立
体
駐
車
場
の
安
全
対
策
と

し
て
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
、
ま
た
通
路
が
狭
く
、
す
れ
違

い
時
に
事
故
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
防
止
対
策
は
。

　

立
体
駐
車
場
の
照
明
に
つ
い
て
は
、

立
体
駐
車
場
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら

庁
舎
に
入
る
部
分
は
、
す
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
も
引

２５

き
続
き
実
施
し
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

立
体
駐
車
場
の
出
入
り
口
部
分
に
は
設
置
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
な
い
。

　

す
れ
違
い
時
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
の
状
況
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
壁
に
黄
色
と
黒
の
模
様
を

つ
け
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
で
対
応

し
て
い
る
。
ほ
か
に
対
応
で
き
る
部
分
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

立
体
駐
車
場
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

保
健
福
祉
委
員
会

仮
設
住
宅
入
居
待
機
者
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
影
響
に
つ
い
て

漁
港
の
復
旧
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
と

適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
と
適
応
指

導
教
室
の
分
散
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年　

月
末
で
小
学
生　

名
、

２４

１０

２６

中
学
生
１
１
５
名
が
不
登
校
と
な
っ

て
い
る
。

　

適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
に

遊
楽
館
で
再
開
し
て
お
り
、
現
在　

名
が

１３

通
っ
て
い
る
。
適
応
指
導
教
室
は
、
登
校
し

た
く
て
も
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
の
心
の
支

え
と
な
る
教
室
で
あ
る
た
め
、
集
団
で
学
び

な
が
ら
、
互
い
に
共
感
し
、
高
め
合
い
、
学

校
に
戻
っ
て
い
く
「
力
」
を
つ
け
ら
れ
る
環

境
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
交
通
機
関
の
利

便
性
が
良
い
場
所
に
１
カ
所
設
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

３
月
６
日
か
ら
８
日
の
本
会
議
で
、
予
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
世

界
の
国
と
地
域
が
参
加
す
る
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
と
平
和
の
祭
典
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
を
向
上
さ
せ
、
文
化
、
国
籍
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
を
乗
り
越
え
、
友
情
、
連
帯
感
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精

神
を
持
っ
て
、
世
界
中
の
人
々
に
多
く
の
夢
と
感
動
を
与
え
、
世
界
平

和
の
実
現
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
は
、
我
が
国
が
戦
後
の
混
乱
と
荒
廃
か
ら
復
興
し
、
国
際
社
会
の
中

で
経
済
大
国
へ
と
躍
進
を
遂
げ
た
時
代
の
象
徴
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ

て
い
る
。

　

先
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
、
日
本
人
選
手
を
初
め
各
国
、
地
域
を
代

表
す
る
選
手
た
ち
の
活
躍
は
、
無
限
大
に
広
が
る
人
間
の
可
能
性
と
、

夢
や
希
望
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

現
在
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
は
、
国
民
に
希
望
を
与
え
、
復
興
に
向
け
て

歩
む
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
部
競
技
に
つ
い
て
は
、
本
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
力
強
く
復
興
し
た
姿
を

世
界
に
示
す
と
と
も
に
、
世
界
各
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
心
温
ま
る
支
援

に
対
す
る
謝
意
を
あ
ら
わ
す
好
機
と
な
る
と
と
も
に
、
最
大
の
被
災
地

で
あ
る
本
市
に
と
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も
た

ら
す
人
間
の
持
つ
可
能
性
へ
の
限
り
な
い
挑
戦
が
、
市
民
に
夢
や
感
動
、

希
望
を
与
え
、
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
石
巻
市
議
会
は
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
日
本
開
催
を
心

か
ら
希
望
し
、
東
京
都
の
招
致
活
動
を
全
面
的
に
支
援
、
協
力
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

第１回臨時会に提出された議案と審議結果
（平成25年１月21日開催）

・平成２４年度石巻市一般会計補正予算（第９号）
・平成２４年度石巻市土地取得特別会計補正予算（第２号）

・財産の取得について
・工事請負の契約締結について
　（石巻市防災行政無線復旧デジタル化整備工事）
　（本庁舎災害復旧建築工事）

予 算予　　算 （原案可決）

そ の 他そ の 他 （原案可決）

決

議

議
会
案
第
１
号　

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
に
関
す
る
決
議

第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た

■
湊
西
地
区
（
産
業
ゾ
ー
ン
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
対
す
る
要
望

（
提
出
者
）
石
巻
商
工
会
議
所　

会
頭　

浅
野
亨
ほ
か　
　
　
　

■
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
に
向
け
て

（
提
出
者
）
中
津
川
市
防
災
市
民
会
議　

代
表　

加
藤
吉
晴　
　
　
　
　

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
要
請

（
提
出
者
）
石
巻
市
職
員
労
働
組
合　

執
行
委
員
長　

畑
山
實　
　
　

■
石
油
製
品
高
騰
へ
の
特
別
対
策
と
石
油
製
品

の
適
正
価
格
・
安
定
供
給
を
実
現
す
る
行
政

施
策
強
化
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）
宮
城
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会　

会
長
理
事　

齋
藤
昭
子　
　
　

■
中
島
川
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
、
市
道

拡
幅
と
道
路
敷
の
取
得
に
つ
い
て

（
提
出
者
）
中
島
上
行
政
委
員　

佐
藤
達
ほ
か

■
非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
議
会

決
議
・
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

（
提
出
者
）
宮
城
県
原
爆
被
害
者
の
会

（
は
ぎ
の
会
）
会
長　

伊
藤
勝

※
全
議
員
へ
内
容
を
周
知
し
、
総
務
企
画
委
員

会
へ
送
付
し
ま
し
た
。
審
査
し
た
結
果
、
結

論
を
得
ず
と
な
り
ま
し
た
。



8

施政方針質疑

～～～～～～～～ 会会会会会会会会 派派派派派派派派 代代代代代代代代 表表表表表表表表 質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑 ～～～～～～～～～ 会 派 代 表 質 疑 ～

施政方針をただす 施政方針をただす 施政方針をただす 
　第１回定例会の初日、亀山市長による施政方針演説が行われ、この施政方針に対する質疑が、

３月４日と５日の両日、各会派の代表７名により行われました。

　その中から、いくつかの質疑と答弁の要旨を紹介します。

ふ
る
さ
と
石
巻
の

新
し
い
未
来
を
切
り
開
く

　

重　
点　
施　
策　

　

一.

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

二.

住
宅
の
再
建

　

三.

産
業
・
経
済
の
再
生

　

四.

総
合
支
所
エ
リ
ア
の
復
興

　

主
要
な
施
策　

　

●
市
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
防

災
対
策

　

●
市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧

　

●
市
民
生
活
の
復
興
に
必
要
な
基
盤
づ
く

り

　

●
市
民
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策

　

●
絆
と
協
働
の
共
鳴
社
会
づ
く
り

　

●
市
民
生
活
の
礎
と
な
る
産
業
の
復
興
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り

　

●
中
小
企
業
者
の
再
生
、
復
興

施
政
方
針
要
旨

亀山　　紘 市長

　施政方針に対する質疑通告一覧　

１　市長の政治姿勢について
２　災害に強いまちづくりについて
３　住宅の再建について
４　震災前の賑わいを取り戻し、活気にあふれた石巻
を取り戻すための「産業・経済」の再生について

５　総合支所エリアの復興について
６　市民が安心して生活するための防災対策について
７　市民生活に密着したインフラの復旧について
８　市民生活に必要な基盤づくりについて
９　市民が健康に暮らせるための施策について
１０　絆と協働の共鳴社会づくりについて
１１　市民生活の礎となる産業の復興にむけた基盤づく

りについて
１２　中小企業の再生、復興について
１３　今後の財政見直しについて

石森　市雄
（ニュー石巻）

１　市長の政治姿勢について
２　「災害に強いまちづくり」について
３　被災者住宅の再建と「暮らしを早く取り戻す」こ
とについて

４　震災前の賑わいを取り戻し、活気にあふれた石巻
を取り戻すための「産業・経済の再生」について

５　「総合支所エリアの復興」について
６　震災後の財政収支見通しと財政運営について

森山　行輝
（フロンティア石巻）

１　市長の政治姿勢について
２　「災害に強いまちづくり」について
３　「暮らしを早く取り戻す」について
４　「産業・経済の再生」について
５　「市民生活に密着したインフラの復旧」について
６　「市民生活の復興に必要な基盤づくり」について
７　「市民が健康に暮らせるための施策」について
８　「中小企業者の再生、復興」について
９　行財政改革と市政運営について

後藤　兼位
（グローバル石巻）

１　復興基本計画（復旧期から再生期への転換判断）
について

２　震災の教訓を生かした防災体制について
３　被災インフラの復旧状況と整備方針について
４　産業復興と戦略について
５　地域医療の将来について
６　防災教育の象徴、拠点としての震災遺構について
７　被災者の住宅環境再建について
８　復興推進体制の構築について

千葉　眞良
（新世紀クラブ）

１　市長の政治姿勢について
２　災害に強いまちづくりについて
３　暮らしを早く取り戻すについて
４　産業・経済の再生について
５　総合支所エリアの復興について
６　市民が安心して生活するための防災対策について
７　市民生活に密着したインフラの復旧について
８　市民が健康に暮らせるための施策について
９　市民生活の礎となる産業の復興にむけた基盤づく
りについて

�橋　栄一
（明心会）

１　市長の政治姿勢について
２　災害に強いまちづくりについて
３　市民生活の復興に必要な基盤づくりについて
４　市民が健康に暮らせるための施策について
５　市民生活の礎となる産業の復興にむけた基盤づく
りについて

伊藤　啓二
（公明会）

１　市長の政治姿勢について
　　　－就任４年を振り返り－
２　被災市民の暮らしに心寄せる市政を
　　　－過去・現在・未来が切断された市民の心－
３　生活の再建
　　　－住まいの確保を中心に－
４　生業の再生
　　　－地域経済再生をめざして－
５　放射能とどう向き合うか
　　　－市民の根本的不安の解消のために－
６　市民の願うまちづくり
　　　－安全・安心のまちづくり－

庄司　慈明
（日本共産党
石巻市議団）
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施政方針質疑

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

答　

全
体
的
に
悪
化
し
、
介
護
認
定
者
も
増
加
し
て
い
る
。

保
健
師
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

協
力
し
、
健
康
相
談
や
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
く
。

答　

設
計
変
更
、
用
地
取
得
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
跡
地

は
今
後
検
討
す
る
。

答　

国
は
４
月
以
降
も
８
割
支
援
を
表
明
し
て
い
る
が
、
県

は
２
割
負
担
が
厳
し
い
状
況
。
市
単
独
で
そ
の
部
分
を
負

担
す
る
の
は
難
し
い
。
引
き
続
き
国
県
へ
要
望
を
し
て
い
く
。

答　

震
災
前
２
０
７
社
の
う
ち
１
０
０
社
が
再
開
し
て
い
る

が
、
放
射
能
問
題
、
加
工
原
料
の
手
配
、
労
働
力
不
足
等

が
あ
る
。
今
後
グ
ル
ー
プ
補
助
等
で
再
開
が
進
む
と
考
え

る
。

答　

長
面
地
区
を
中
心
に
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

答　

復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め　

年
度
に
取
り
組
む
４
つ
の

２５

重
点
施
策
を
掲
げ
全
力
で
取
り
組
む
決
意
だ
。
市
民
に
復

興
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
私
の
考
え
る
復
興
へ

の
思
い
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
信
す
る
。

答　

災
害
発
生
時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
子
供
や
高
齢
者
な
ど

の
交
通
弱
者
の
避
難
道
路
の
確
保
に
努
め
る
。

答　

県
の
施
工
で
あ
る
が
、
早
急
に
整
備
す
る
よ
う
強
く
要

請
す
る
。
安
全
な
ま
ち
に
戻
っ
て
も
ら
え
る
施
策
と
各
地

域
別
の
道
路
整
備
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

答　

移
転
先
の
宅
地
整
備
や
復
興
公
営
住
宅
等
の
住
ま
い
に

関
す
る
事
業
を
最
優
先
と
捉
え
、
復
興
交
付
金
を
獲
得
し
、

一
日
で
も
早
い
宅
地
・
住
宅
供
給
を
行
う
。

答　

住
宅
取
得
嵩
上
げ
補
助
等
支
援
策
の
拡
充
を
行
う
。

ニ
ュ
ー
石
巻

石
森　

市
雄　
議
員

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
石
巻

森
山　

行
輝　
議
員

グ
ロ
ー
バ
ル
石
巻

後
藤　

兼
位　
議
員

沿
岸
部
の
高
台
移
転
が
遅
れ
て
い
る
。

ま
た
跡
地
利
用
は
。

問

被
災
者
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
が
３
月

で
終
了
す
る
。
延
長
の
考
え
は
。

問

水
産
加
工
業
界
の
再
建
が
遅
れ
て
い
る
。

原
因
は
。

問

行
方
不
明
者
捜
索
の
今
後
の
計
画
は
。

問

沿
岸
部
で
高
齢
者
の
健
康
状
態
悪
化
が
増

加
し
て
い
る
。
市
全
域
の
実
態
と
対
策
は
。

問

住
宅
再
建
支
援
策
、
新
た
な
支
援
策
の
構
築
は
。

問

災
害
に
強
い
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
。

問

盛
土
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
。

問

新
市
街
地
の
整
備
や
高
台
へ
の
宅
地
整
備
、

復
興
公
営
住
宅
の
早
期
供
給
に
つ
い
て
。

問
「
市
長
の
政
治
姿
勢
」
市
民
に
対
し
て
復

興
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

問

　

こ
れ
ま
で
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
様
々
な
批
判
と
評

価
が
あ
る
中
で
、
ま
さ
に
本
格
復
興
に
向
け
た
こ
れ
ら
の

施
策
に
よ
り
、
復
興
が
実
行
で
き
る
都
市
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
。

答　

震
災
前
よ
り
も
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
ま
ち
を
創
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

答　

検
討
委
員
会
や
検
討
部
会
な
ど
を
設
置
し
、
関
係
機
関

及
び
災
対
各
部
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
進
め
て
い
く
。

答　

平
成　

年
度
に
３
基
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
渡
波

２５

保
育
所
跡
地
や
魚
町
地
区
を
候
補
地
と
し
て
い
る
。

答　

経
常
的
経
費
の
抑
制
や
施
策
の
厳
選
に
よ
る
対
応
を
継

続
し
て
い
く
。

市
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
と
所
信
は

問・
震
災
後
の
財
政
収
支
見
通
し
と
財
政
運

営
に
つ
い
て

震
災
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

問 ・「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

石
巻
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
。

問

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
は
。

問
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・
被
災
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
状
況
と
整
備
方

針
に
つ
い
て

新
世
紀
ク
ラ
ブ

千
葉　

眞
良　
議
員

明
心
会

�
橋　

栄
一　
議
員

　

市
内
交
通
事
情
の
変
化
に
対
し
て
市
内
公
共
交
通
網
の

整
備
、
施
設
整
備
の
将
来
像
は
。

　

新
た
な
公
共
交
通
網
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新

市
街
地
形
成
等
に
伴
う
居
住
エ
リ
ア
の
変
化
や
主
要
な
施
設

の
整
備
、
道
路
網
の
構
築
に
合
わ
せ
、
総
合
交
通
計
画
を
策

定
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
石
巻
最
大
の
交
通
結

節
点
で
あ
る
石
巻
駅
周
辺
の
交
通
整
備
に
つ
い
て
は
、
石
巻

駅
周
辺
整
備
事
業
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

博
物
館
と
文
化
ホ
ー
ル
を
併
せ
持
っ
た
複
合
施
設
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
度
に
た
た
き
台
を
作
成
し
て
お
り
、
平
成　

年

２４

２５

度
策
定
す
る
基
本
構
想
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
た

い
。
今
後
、
文
化
を
軸
と
し
て
市
民
の
震
災
復
興
に
向
か
う

心
を
育
む
と
と
も
に
、
復
興
後
の
石
巻
の
「
顔
」
と
し
て
の

役
割
を
担
う
文
化
施
設
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
市
民
や
利

用
団
体
等
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
る
。

石
巻
駅
周
辺
整
備
事
業
で
対
応
す
る

答

市
内
公
共
交
通
網
お
よ
び
施
設
の
将
来
像
は
。

問

文
化
施
設
の
再
興
に
つ
い
て

問

平
成　

年
度
基
本
構
想
策
定

２５

答

Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
の
橋
上
化
に
つ
い
て
。

問
答　

Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
に
つ
い
て
は
、
駅
北
側
か
ら
の
利
便
性
の

向
上
と
鉄
道
を
挟
ん
だ
市
街
地
の
一
体
化
を
図
る
べ
く
、

南
北
自
由
通
路
を
併
設
し
た
駅
舎
の
橋
上
化
に
向
け
て
努

力
し
た
い
。

答　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
市
内
４
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
事
業
化
を
進
め
る
。
ま
た
そ
の
成
果
を
も
と
に

他
地
域
へ
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

答　

牡
鹿
に
国
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所
と
微
細
藻
類
培

養
施
設
を
建
設
中
で
あ
る
。

　
　

上
品
山
へ
の
風
力
発
電
事
業
化
へ
も
取
り
組
み
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

答　

津
波
に
よ
り
全
壊
と
な
っ
た
北
上
・
雄
勝
消
防
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
総
合
支
所
に
仮
設
で
事
務

所
を
設
置
し
運
用
し
て
い
る
が
、
今
後
は
市
内
全
体
の
消

防
署
所
の
配
置
を
勘
案
し
、
各
地
区
と
協
議
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

エ
コ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
タ
ウ
ン
事
業
の
導
入

に
つ
い
て
。

問

被
災
し
た
北
上
・
雄
勝
消
防
出
張
所
の
早

期
再
建
に
つ
い
て

問

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
集
積
に
つ

い
て

問

公
明
会

伊
藤　

啓
二　
議
員

答　

発
注
ロ
ッ
ト
の
工
夫
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
発
注
方
式

が
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
適
切
か
検
討
を
進
め
る
。

答　

本
年
２
月
に
宮
城
県
か
ら
追
加
交
付
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
市
の
独
自
支
援
策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
拡

充
を
検
討
し
て
い
る
。

答　

保
存
す
る
方
向
で
、
ど
ん
な
風
な
保
存
の
仕
方
が
あ
る

の
か
検
討
し
た
い
。

答　

平
成　

年
度
は
４
学
年
ま
で
拡
大
し
、
新
た
な
余
裕
教

２５

室
の
確
保
等
、
実
情
を
見
据
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

入
札
中
止
・
不
調
問
題
へ
の
対
策
は
。

問 ・
震
災
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

「
が
ん
ば
ろ
う
石
巻
」
の
看
板
で
多
く
の
被
災
者
が

勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
公
園
内
に
保
存
す
る
考
え
は
。

問 ・
国
営
復
興
祈
念
公
園
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
６
学
年
ま
で
拡

大
す
る
考
え
は
。

問 ・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
に

つ
い
て
大
臣
告
示
以
前
に
新
築
し
た
被

災
市
民
へ
の
救
済
策
は
。

問
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施政方針質疑

・
復
旧
期
か
ら
再
生
期
の
大
切
な
一
年

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
政
治
姿
勢
を
問
う

日
本
共
産
党
石
巻
市
議
団

庄
司　

慈
明　
議
員

市
長
就
任
以
来
4
年
が
過
ぎ
、
市
長
と
し
て
の

初
心
を
問
う
と
共
に
、
被
災
に
よ
り
過
去
・
現

在
・
未
来
が
切
断
さ
れ
た
市
民
の
心
に
寄
り
添
う

市
政
を
実
現
す
る
重
要
さ
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
政
治
姿
勢
で

あ
り
、
市
民
の
た
め
の
政
治
が
政
治
信
念
で
あ
る
。

答　

非
常
時
の
今
、
平
常
時
の
対
応
で
よ
い
場
合
だ
け
と
は

限
ら
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
職
員
の
対
応
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

答　

フ
ク
シ
マ
は
大
変
重
要
な
問
題
。
そ
の
検
証
・
解
決
が

再
稼
働
の
前
提
と
な
り
、
極
め
て
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
、
生
活
の
再
建
、 

生  
業 
の
再
生
、
安
全
・
安
心

な
り 
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

女
川
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
の
見
解
は
？

問 問

子
ど
も
医
療
費
の
入
院
中
学
3
年
生
ま
で

の
無
料
化
の
施
策
は
そ
の
典
型
と
評
価
し

て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
職
員
が
市
民
と
接

す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
感
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

問

総合防災対策特別委員会
　平成25年２月15日、総合防災対策特別委員会を

開催し、『石巻市地域防災計画の改訂について』説明

を受けました。

　今回の改訂では、津波災害対策編を新たに策定す

るもので、人命が失われないことを最重視し、経済

的被害を最小化する「減災」の考え方を基本方針に

掲げ、さまざまな対策を組み合わせて津波災害に備

える計画となっています。

　課題となっている住民への情報伝達方法や避難計画、職員の現場での安全対策などについて、意見が

交わされました。

特別委員会活動報告

▲総合防災対策特別委員会の様子

東日本大震災復興促進特別委員会
　平成25年２月18日、東日本大震災復興促進特別委員会を開催し、河北地区、雄勝地区の復旧復興状況

について、現地調査を行いました。釜谷、長面、間垣地区の現状、名振防災集団移転候補地、名振漁港、

雄勝地区仮設店舗などを視察しました。

▲東日本大震災
復興促進特別
委員会現地調
査の様子
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議員17人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第１回定例会の一般質問は、３月19日、
21日、22日及び25日の４日間行われまし
た。今回は17人の議員が、市政全般にわた
り市当局の見解をただしました。その中か
ら、いくつかの質問と答弁の要旨を紹介し
ます。
　なお、このコーナーは質問を行った議員
が自ら、市当局の答弁に基づき、記事の編
集を行っています。

一般質問

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①千田　直人

１　ＪＲ東日本石巻線等整備促進要望について

２　市税等コンビニ収納及び状況について

３　合併引き継ぎ事業のその後について

②遠藤　宏昭

１　市民がいて初めて石巻市が成り立っているこ

とを忘れてはいないか

③安倍　太郎

　１　市政運営について

　２　震災復旧・復興について

④大森　秀一

　１　防災計画について

　２　雄勝の有価物横領事件について

　３　土地改良区への助成について

⑤長倉　利一

１　仮設住宅の概念、現状及び将来展望について

２　敬老会について

３　目的税である「都市計画税」について

⑥青山　久栄

　１　防災について

　２　産業の再生について

　３　住環境の整備について

⑦山口荘一郎

　１　復興における子育て政策について

　２　復興に向けた提案型職員の育成について

⑧渡辺　拓朗

　１　被災者支援について

　２　津波復興拠点整備事業について

⑨丹野　　清

　１　東日本大震災２年目を迎えて

　２　復興対策について

⑩櫻田　誠子

１　健康対策について

２　未来を担う子どもたちについて

３　リサイクル等について

４　被災者支援について

⑪堀川　禎則

　１　デスティネーションキャンペーンについて

　２　雨水排水対策について

　３　震災伝承と遺構について

⑫水澤冨士江

　１　被災者に寄り添った生活再建支援策を

　２　虐待防止センターの充実について

⑬西條　正昭

　１　東日本大震災からの復旧・復興について

　２　被災地域中小造船業復興支援事業について

　３　北上地域の諸課題について

⑭�橋　誠志

　１　農林業復興策について

　２　避難道路（渡波・稲井線）を有効活用するた

めに

⑮阿部　正敏

１　牡鹿総合支所地域における震災復旧から復興へ

２　山下地域における震災復旧から復興へ

３　地域自治システム導入について

４　地域における防災について

⑯阿部　純孝

　１　市長の政治姿勢について

⑰黒須　光男

１　崩れる亀山市政の実情と責任問題について
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一般質問

遠
藤　

宏
昭　
議
員

問　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
市
民
か
ら
の
厳
し
い
声
、
生
の
声
を
聴
く
こ

と
が
で
き
た
。
議
会
・
行
政
そ
し
て
市
長
へ
の
不
平
不
満

も
あ
っ
た
。
復
興
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
市
民
に
対

し
て
、
市
長
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
・
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
積
極
的
に
発
信
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

ま
た
、
市
長
は
市
民
の
代
表
で
あ
る
。
市
民
と
の
間
に

気
持
ち
の
面
で
距
離
が
あ
っ
た
り
、
気
兼
ね
が
あ
っ
た
り

し
て
は
良
い
市
政
運
営
は
で
き
な
い
。
何
事
も
閉
鎖
的
で

は
「
疑
心
暗
鬼
」
に
な
り
、
見
え
る
は
ず
の
な
い
鬼
の
姿

ま
で
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
市
長
に
は
市
政
運
営
に
関
す

る
説
明
責
任
が
あ
り
、
透
明
性
も
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う

お
考
え
か
。

答　

震
災
後
は
、
全
市
域

を
対
象
と
し
た
広
聴
事

業
は
開
催
で
き
ず
に
い

た
。
情
報
発
信
は
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
う
え
で
、

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
く
。

・
市
民
が
い
て
初
め
て
石
巻
市
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か

千
田　

直
人　
議
員

問　

新
蛇
田
地
区
並
び
に
新
蛇
田
南
地
区
の
被
災
市
街
地
復

興
土
地
区
画
事
業
は
災
害
公
営
住
宅
等
２
、
１
８
０
戸
、

約
５
、
５
７
０
人
の
新
市
街
地
が
誕
生
す
る
。
通
勤
・
通

学
等
交
通
の
利
便
性
確
保
に
は
新
駅
の
設
置
は
欠
か
せ
な

い
。
対
応
を
伺
う
。

答　

仙
石
線
が
全
線
開
通
す
る
平
成　

年
度
に
併
せ
て
設
置

２７

さ
れ
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

震
災
復
興
の
現
況
下
、
市
民
は
各
種
事
務
の
簡
素
化
、

身
近
な
場
所
で
の
納
付
を
求
め
て
い
る
。
早
急
に
コ
ン
ビ

ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
対
応
を
伺
う
。

答　

平
成　

年
度
か
ら
準
備
し
、
市
税
や
保
育
料
、
下
水
道

２５

負
担
金
、
奨
学
金
返
納
等
に
つ
い
て
、
店
舗
内
の
現
金
自

動
預
払
機
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

２７

問　

三
陸
道
、
桃
生
津
山
付
近
Ｐ
Ａ
整
備
事
業
、
そ
の
後
如

何
な
る
状
況
な
の
か
、
経
過
を
伺
う
。

答　

近
年
４
車
線
化
整
備
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
実
現
に
向

け
て
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
に
要
請
中
で
あ
る
。

問　

県
道
河
北
・
桃
生
線
付
け
替
え
工
事
中
だ
が
、
総
合
支

所
の
正
門
な
ど
同
時
完
成
す
べ
き
で
あ
る
。
対
応
を
伺
う
。

答　

進
入
路
及
び
案
内
板
設
置
済
み
で
あ
り
、
改
良
事
業
の

進
捗
に
合
わ
せ
施
工
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
整
備
促
進
要
望
に
つ
い
て

・
市
税
等
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て

・
合
併
引
き
継
ぎ
事
業
の
そ
の
後
に
つ
い
て

▲解体後、新築される向陽小体育館

安
倍　

太
郎　
議
員

問　

借
上
げ
住
宅
は
旧
市
内
の
市
街
化
区
域
に
限
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
団
地　

戸
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

２０

要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
。

答　

一
団
地　

戸
及
び
募
集
区
域
等
の
要
件
を
見
直
し
し
て
、

２０

早
期
整
備
を
図
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

問　

一
団
地　

戸
以
上
と
い
う
基
準
は
、
国
県
等
の
建
設
費

２０

補
助
要
綱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

国
県
制
度
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、

石
巻
市
独
自
の
運
用
基
準
で
あ
る
。

問　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
条
件
緩
和
に
つ
い
て
。

答　

住
宅
敷
金
の
全
額
を
免
除
す
る
。
連
帯
保
証
つ
い
て
は
、

個
別
に
相
談
し
判
断
す
る
。

問　

上
品
山
に
風
力
発
電
所
事
業
化
可
能
と
の
報
道
に
つ
い

て
。

答　

県
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策

定
に
合
わ
せ
、
民
間
事
業
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
機
会
を

的
確
に
捉
え
県
に
要
望
す
る
。

問　

集
団
移
転
用
地
の
二
子
南
下
地
区
の
、
小
中
学
校
の
学

区
割
に
つ
い
て
。

答　

大
谷
地
小
、
河
北
中
学
校
の
通
学
が
基
本
と
な
る
。

問　

行
政
（
区
長
）
委
員
の
報
酬
改
善
に
つ
い
て
。

答　

今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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一般質問

大
森　

秀
一　
議
員

問　
　

月
７
日
津
波
警
報
で
は
車
で
の
避
難
者
で
大
渋
滞
と

１２
な
っ
た
。
避
難
弱
者
を
含
め
た
避
難
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

効
果
的
な
避
難
路
の
設
定
や
地
域
ご
と
に
自
動
車
使
用

の
た
め
の
合
意
形
成
を
行
う
等
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問　

災
害
時
、
一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
困
難
な
高
齢
者
や

障
害
者
ら
要
援
護
者
ら
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

福
祉
事
業
者
と
の
災
害
発
生
時
の
災
害
時
要
援
護
者
の

受
け
入
れ
協
定
締
結
を
推
進
し
て
お
り
、　

法
人　

施
設

１９

２６

と
の
協
定
締
結
を
し
た
。
今
後
も
市
内
外
の
施
設
と
の
協

定
締
結
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

３
・　

東
日
本
大
震
災
は
農
業
施
設
へ
甚
大
な
被
害
を

１１

も
た
ら
し
た
。
多
額
の
助
成
な
く
し
て
農
業
の
再
生
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

農
業
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
、
土
地
改
良
区
の
経

営
安
定
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も
土
地
改
良
区
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

・
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
土
地
改
良
区
へ
の
助
成
に
つ
い
て

長
倉　

利
一　
議
員

問　

借
り
上
げ
た
土
地
の
地
権
者
と
の
契
約
年
数
と
契
約
満

了
し
た
場
合
の
借
り
上
げ
期
間
の
延
長
等
の
考
え
は
。

答　

市
が
借
用
し
て
い
る
民
有
地
の
契
約
年
数
は
四
年
間
で

無
償
で
あ
る
。
防
災
集
団
移
転
事
業
や
災
害
公
営
住
宅
等

の
住
ま
い
の
受
け
皿
が
確
保
が
で
き
な
い
場
合
は
、
契
約

期
間
の
延
長
を
お
願
い
す
る
。

問　

対
象
者
や
そ
の
家
族
、
関
係
者
か
ら
「
形
骸
化
し
て
い

る
」
な
ど
の
苦
言
が
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
者
の
意
向

を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
８
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
現
行
の
と
お
り
市

主
催
に
よ
り
、
旧
市
町
村
単
位
で
実
施
し
た
方
が
良
い
と

い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
さ

れ
た
高
齢
者
の
方
に
感
謝
し
、
長
寿
を
祝
う
た
め
、
市
が

主
催
す
る
敬
老
会
と
し
て
は
、
式
典
を
重
視
し
た
内
容
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

河
南
地
区
に
課
税
決
定
し
た
都
市
計
画
税
の
総
額
と
そ

の
使
途
は
。
目
的
税
で
あ
る
の
に
同
地
区
に
運
用
さ
れ
な

い
現
状
で
は
、
税
の
公
平
性
を
唱
え
る
法
に
抵
触
し
な
い
か
。

答　

課
税
し
た
都
市
計
画
税
は
約
三
千
万
円
で
あ
る
。
街
路

整
備
や
下
水
道
整
備
事
業
等
の
た
め
借
り
入
れ
た
市
債
の

償
還
に
充
て
て
い
る
。

・
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て

・
敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
目
的
税
で
あ
る「
都
市
計
画
税
」に
つ
い
て

青
山　

久
栄　
議
員

問　

上
品
山
周
辺
地
域
の
事
業
導
入
と
工
業
港
に
お
け
る
市

民
・
県
民
風
車
の
設
置
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
有
効

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

風
力
発
電
導
入
は
地
域
の
産
業
振
興
に
も
繋
が
る
。
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

６
次
産
業
化
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
各

地
で
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
メ
ー
ン
施
策

と
も
言
う
べ
き
総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
件
数
は
石
巻
市

で
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

答　

震
災
に
み
ま
わ
れ
取
り
組
み
が
遅
れ
た
。
ス
ピ
ー
ド
を

早
め
て
農
林
漁
業
者
の
雇
用
と
所
得
を
確
保
し
、
定
住
促

進
に
繋
げ
た
い
。

問　

い
よ
い
よ
住
宅
の
再
建
が
始
ま
る
わ
け
だ
が
、
被
災
前

か
ら
市
道
の
取
り
付
け
が
悪
い
地
区
が
多
い
。
更
地
化
し

て
い
る
今
が
改
良
の
好
機
で
は
な
い
か
。

答　

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
に
つ
い
て
は
土
地
区
画
整

理
事
業
や
再
開
発
事
業
に
よ
る
整
備
を
行
う
。
地
域
外
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
避
難
路
な
ど
の
基
盤

整
備
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を
図
り
た
い
。

・
風
力
開
発
事
業
の
導
入
に
つ
い
て

・
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
危
険
区
域
指
定
外
地
区
の
面
的
整
備
に
つ
い
て
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問　

お
産
施
設
減
少
に
よ
り
、
人
口
の
自
然
増
が
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
産
科
医
を
含
む
医
師
確
保
策
と
し
て

２
市
１
町
で
の
医
学
生
奨
学
金
基
金
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答　

医
学
部
新
設
要
望
な
ど
に
加
え
て
、
助
産
師
、
看
護
師

の
現
行
の
奨
学
金
制
度
活
用
を
促
す
。
医
学
生
奨
学
金
に

つ
い
て
は
、
課
題
は
あ
る
が
検
討
し
て
み
る
。

問　

保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
策
は
。

答　

保
育
所
新
設
で
２
２
０
人
分
の
保
育
を
確
保
で
き
る
が
、

希
望
入
所
先
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
ま
で
は
解
消
し
得
な
い
た

め
、
継
続
し
て
解
消
に
努
め
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
学
年
拡
大
に
つ
い
て

答　

保
護
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
施
設
に
余
裕
が
な

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。
法
改
正
ま
で
に
具
体
的
な

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

答　

他
自
治
体
派
遣
職
員
か
ら
の
刺
激
は
職
員
の
資
質
向
上

に
つ
な
が
る
。
市
民
目
線
に
立
つ
担
当
部
署
の
意
見
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
職
員
が
町
内
会
な
ど
で
地
域
と
共
に

活
動
す
る
姿
勢
を
推
奨
し
た
い
。

山
口
荘
一
郎　
議
員

・
復
興
に
お
け
る
子
育
て
政
策
に
つ
い
て

・
復
興
に
向
け
た
提
案
型
職
員
の
育
成
に

つ
い
て

渡
辺　

拓
朗　
議
員

問　

津
波
被
災
者
住
宅
再
建
復
興
交
付
金
要
綱
は
幅
の
広
い

被
災
者
救
済
の
観
点
に
立
つ
べ
き
。

答　

県
の
最
終
要
綱
案
に
基
づ
い
て
自
宅
を
失
っ
た
被
災
者

を
幅
広
く
支
援
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

避
難
世
帯
の
方
々
の
住
宅
再
建
へ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
変
化
に
対
す
る
対
応
策
は
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
は
全
て
の
方
々
が
新
た
な
住
宅
に
再

建
で
き
る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。
今
後
も
意
向
調
査
を

重
ね
な
が
ら
、
被
災
者
が
仮
設
住
宅
か
ら
一
日
で
も
早
く

住
宅
再
建
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
の
内
容
と
進
捗
を
伺
う
。

答　

防
災
力
の
強
化
を
視
点
に
産
業
施
設
や
公
益
施
設
な
ど

を
集
約
す
る
方
向
で
事
業
費
確
保
の
た
め
、
県
と
連
携
し

検
討
し
て
い
る
。

問　

津
波
復
興
拠
点
は
森
林
資
源
が
豊
か
で
あ
る
事
か
ら
、

津
波
復
興
拠
点
の
雇
用
の
創
出
に
林
業
再
生
を
視
野
に
入

れ
た
計
画
を
立
て
る
べ
き
。

答　

石
巻
市
震
災
復
興
計
画
に
お
い
て
も
、
未
利
用
間
伐
材

な
ど
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
津
波
復
興
拠
点
の
新
た
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
県
や
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

・
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

・
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

丹
野　
　

清　
議
員

問　

防
潮
堤
と
高
盛
土
道
路
に
よ
る
多
重
防
御
の
安
全
性
と

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

大
津
波
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
石
巻
湾
沿

岸
の
背
後
に
平
地
が
広
が
る
地
形
の
た
め
、
防
潮
堤
の
ほ

か
、
道
路
や
緑
地
を
高
盛
土
構
造
に
し
て
堤
防
の
役
目
を

持
た
せ
る
「
多
重
防
御
」
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

百
数
十
年
程
度
の
頻
度
で
発
生
す

る
津
波
は
、
第
一
防
御
と
し
て
防
潮

堤
な
ど
で
対
応
し
、
こ
れ
を
超
え
る

数
百
年
程
度
の
頻
度
で
発
生
す
る
大

津
波
に
は
、
第
二
防
御
と
し
て
防
潮

堤
の
背
後
に
設
け
る
高
盛
土
道
路
な

ど
と
の
組
み
合
わ
せ
で
対
応
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
防
御
と

な
る
高
盛
土
道
路
な
ど
の
設
定
に
あ

た
っ
て
は
、
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福

島
県
沿
岸
部
に
お
け
る
今
次
津
波
の

津
波
遡
上
高
や
遡
上
域
な
ど
の
調
査

を
基
に
提
案
さ
れ
た
東
北
大
学
モ
デ

ル
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
て
、
有
識
者
の
指
導
の
も
と
に
解

析
を
行
い
、
効
果
が
見
込
め
る
防
御

施
設
の
位
置
、
高
さ
を
設
定
し
て
い

る
。

・
多
重
防
御
の
安
全
性
と
効
果
に
つ
い
て
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櫻
田　

誠
子　
議
員

問　

胃
が
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
慢
性
胃
炎
で
の
ピ
ロ
リ

菌
除
菌
が
保
険
適
用
さ
れ
た
。
従
来
の
胃
が
ん
検
診
は
高

齢
者
等
の
負
担
が
大
き
い
。
今
後
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
取
り

入
れ
、
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

保
険
適
用
は
市
報
で
周
知
し
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
す
る
。

問　

平
成　

年
度
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
が
予
算
化
さ
れ
た
。
ワ
ク

２５

チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ
、
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
で
子
宮

頸
が
ん
は
撲
滅
で
き
る
。
必
ず
実
施
す
べ
き
。

答　

国
の
動
向
を
み
て
取
り
組
む
努
力
を
す
る
。

問　

体
と
心
が
共
に
健
康
で
あ
る
事
が
大
事
で
あ
り
、
心
拍

変
動
に
よ
る
う
つ
病
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
や
認
知
行

動
療
法
な
ど
も
取
り
入
れ
る
べ
き
。

答　

か
ら
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
訪
問
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
、
認
知
療
法
は
検
討
す
る
。

問　

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
が
集
え
る
場
の
配
置
、
グ
リ
ー

ン
ケ
ア
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
、
ペ
ッ
ト
飼
育
希

望
者
へ
の
入
居
可
能
場
所
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

９
月
を
目
途
と
し
、
事
前
登
録
制
を
実
施
。
円
滑
な
移

転
を
促
進
す
る
。
入
居
希
望
の　

％
が
ペ
ッ
ト
飼
育
希
望

１０

が
あ
り
専
用
棟
の
建
設
を
行
う
。
植
栽
等
で
き
る
限
り
の

環
境
整
備
を
図
る
。
見
守
り
の
継
続
、
家
賃
の
低
減
延
長

の
要
望
を
行
う
。

・
健
康
対
策
に
つ
い
て

・
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

堀
川　

禎
則　
議
員

問　

蛇
田
ポ
ン
プ
場
建
設
の
進
捗
と
今
後
の
予
定
は
。

答　

震
災
の
地
盤
沈
下
で
設
計
見
直
し
を
し
て
い
る
。
平
成

　

年
度
か
ら
土
木
工
事
、
平
成　

〜　

年
度
に
ポ
ン
プ
設

２５

２８

２９

備
工
事
の
予
定
で
あ
る
。

問　

蛇
田
新
市
街
の
雨
水
排
水
の
行
き
先
と
対
応
策
は
。

答　

既
設
水
路
と
な
る
。
現
状
で
は
ポ
ン
プ
車
の
配
置
で
対

応
す
る
。

問　

新
市
街
地
の
雨
水
排
水
は
、
既
存
水
路
以
外
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

新
た
な
ポ
ン
プ
場
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

新
市
街
地
完
成
前
に
ポ
ン
プ
場
は
完
成
し
な
い
か
。

答　

少
し
で
も
早
く
完
成
さ
せ
た
い
。
水
害
の
起
こ
る
前
と

考
え
て
い
る
。

問　

残
す
べ
き
遺
構
は
決
ま
っ
た
か
。

答　

後
世
に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。
慎
重
に
議
論
を
進
め
て
、

残
す
も
の
を
決
め
る
。

問　

残
す
も
の
の
候
補
を
決
め
て
時
間
を
か
け
て
、
決
定
し

て
行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

県
の
方
針
も
示
さ
れ
、
意
見
を
聞
い
て
時
間
を
か
け
て

結
論
を
出
す
。

問　

遺
構
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
が
出
来
な
い
か
。

答　

判
断
の
方
法
と
し
て
検
討
す
る
。

・
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て

・
震
災
遺
構
に
つ
い
て

問　

住
宅
再
建
な
ど
、
先
の
見
通
し
が
た
た
な
い
中
、
国
の

財
政
支
援
が
後
退
し
て
い
る
。
昨
年
の
９
月
ま
で
は
全
額

国
負
担
で
減
免
。
そ
の
後
、
国
が
８
割
、
県
が
２
割
負
担

で
継
続
し
て
い
た
が
、
４
月
か
ら
打
ち
切
る
方
針
と
な
っ

た
。

　
　

長
期
化
し
た
避
難
生
活
で
被
災
者
の
半
数
以
上
が
体
調

不
良
を
訴
え
て
い
る
。
希
望
を
示
す
支
援
策
を
強
め
る
時

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
講
じ
、
継
続
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

被
災
者
の
生
活
再
建
が
未
だ
途
中
で
あ
る
事
か
ら
、
国

や
県
に
対
し
財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。
全
額
支
援
が

な
け
れ
ば
、
継
続
困
難
で
あ
る
。

問　

仮
設
住
宅
等
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
長
期
間
避
難
生
活
の

中
、
D
V
、
高
齢
者
・
児
童
虐
待
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
が

増
え
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
と
も
に
相
談
で
き
る

保
健
師
の
適
正
配
置
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

復
興
途
上
、
ケ
ア
が
必
要
な
人
が
い
る
の
で
、
検
討
す

る
。

水
澤
冨
士
江　
議
員

・
被
災
者
の
医
療
費
、
介
護
保
険
料
減
免

の
継
続
を

・
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
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一般質問

西
條　

正
昭　
議
員

�
橋　

誠
志　
議
員

問　

植
物
工
場
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
農
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
は
、
６
次
産
業
化
の

新
た
な
切
り
口
の
一
つ
と
し
て
、
非
常
に
期
待
で
き
る
も

の
と
認
識
す
る
。
植
物
工
場
の
誘
致
に
向
け
て
「
ア
グ
リ

ク
ラ
ス
タ
ー
基
本
構
想
及
び
実
施
計
画
」
の
策
定
を
目
指

す
。
本
市
へ
の
立
地
に
関
し
て
は
数
社
か
ら
申
し
出
を
受

け
て
い
る
。
本
市
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
立
地

を
推
進
す
る
。

問　

避
難
車
両
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
い
て
、

井
内
新
栄
地
区
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

答　

避
難
は
原
則
徒
歩
で
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
災
害
時
要
援
護
者
の
方
々
な
ど
は
、
ど
う
し

て
も
車
で
の
避
難
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
避
難
行
動
を

見
れ
ば
車
で
の
移
動
が
大
方
を
占
め
て
い
る
。
石
巻
警
察

署
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
議
員
提
案
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
農
林
業
復
興
策
に
つ
い
て

・
避
難
道
路
（
渡
波
・
稲
井
線
）
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に

阿
部　

正
敏　
議
員

問　

高
台
移
転
事
業
に
お
い
て
既
存
道
路
整
備
が
可
能
な
の

か
。

答　

幹
線
道
路
へ
の
接
続
に
お
い
て
不
都
合
が
生
じ
な
い
よ

う
に
移
転
地
造
成
計
画
等
の
中
で
策
定
し
整
備
す
る
。

問　

寄
磯
線
道
路
幅
員
整
備
に
つ
い
て
。

答　

落
ち
蓋
に
よ
る
整
備
に
よ
っ
て
0
・
5
〜
１
ｍ
拡
幅
整

備
を　

年
度
内
に
着
工
す
る
。

２５

問　

山
下
地
域
に
お
け
る
釜
幹
線
用
水
路
の
埋
め
立
て
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
意
見
を
採
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
釜
幹
線
用
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

山
下
町
連
と
協
議
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
も

地
域
住
民
と
釜
幹
線
用
水
路
等
の
整
備
等
地
域
課
題
に
取

り
組
む
。

問　

地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ど
う
地
域
住
民
に
働

き
か
け
て
参
加
を
呼
び
か
け
る
の
か
。

答　

自
治
会
、
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
も
含
め
地
域
に

お
け
る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

係
・
協
力
し
て
取
り
組
む
。

問　

津
波
災
害
に
お
け
る
対
応
と
し
て
明
神
山
、
山
下
町
に

つ
い
て
は
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
対
応
を
市
と
山
下
小
学

校
、
町
内
会
と
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

抜
本
的
な
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
伴
い
関
係
者

と
の
協
議
を
進
め
る
。

問　

世
界
に
誇
れ
る
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

復
興
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
県
よ
り
大
変
厳
し

い
査
定
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
必
要
性
を
訴
え
て

い
き
た
い
。

問　

集
団
移
転
先
の
上
・
下
水
道
の
整
備
と
地
盤
沈
下
に
よ

る
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

新
た
な
ポ
ン
プ
場
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

問　

国
道
３
９
８
号
北
上
大
橋
か
ら
小
指
ま
で
の
高
台
移
転

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
泊
地
区
か
ら
小
指
地
区
だ
け
が
事
業
採
択
さ
れ
、
北

上
大
橋
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
国
県
に
要
望
す
る
。

問　

危
険
地
域
に
指
定
さ
れ
た
跡
地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
域
住
民
の
意
向
や
地
域
ご
と
の
実
情
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
計
画
を
進
め
た
い
。

問　

高
台
へ
の
集
団
移
転
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
室
、
小
指
、
釜
谷
崎
地
区
は
事
業
に
着
手
す
る
。
そ
の
他

の
地
区
は
合
意
が
得
ら
れ
次
第
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

被
災
し
た
各
公
共
公
益
施
設
を
に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク
周

辺
に
集
約
さ
せ
、
防
災
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

・
北
上
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　

国
で
は
復
興
庁
予
算
と
し
て
新
た
に
１
６
０
億
円
予
算

化
し
て
い
る
。
水
産
都
市
石
巻
市
と
し
て
国
の
政
策
に
対

し
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

造
船
業
の
早
期
復
興
に
向
け
て
、
当
該
補
助
金
の
活
用

が
不
可
欠
で
あ
る
。
積
極
的
に
支
援
し
て
行
く
。

・
被
災
地
域
中
小
造
船
業
復
興
支
援
事
業
に
つ
い
て
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一般質問

黒
須　

光
男　
議
員

問　

全
国
か
ら
善
意
の
義
援
金
が
集
ま
り
感
謝
す
る
も
の
で

す
が
、
そ
の
際
、
石
巻
市
や
ガ
レ
キ
処
理
で
疑
惑
が
持
た

れ
て
い
る
建
設
会
社
の
代
表
が
兼
務
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
対
す
る
受
渡
し
に
、
亀
山
市
長
の
後
援
会
長
が
同

席
し
て
お
り
、
行
政
へ
の
関
与
と
の
疑
念
が
持
た
れ
て
お

り
問
題
で
は
な
い
の
か
。

答　

同
氏
は
、
石
巻
専
修
大
学
の
１
回
生
で
も
あ
り
、
よ
く

知
っ
て
い
る
。
４
年
前
は
後
援
会
長
で
あ
っ
た
が
後
援
会

組
織
は
終
了
し
て
お
り
、
後
援
会
長
と
し
て
仲
立
ち
を

取
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

問　

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
い
て
い
る
政
治
団
体
一
覧
を

見
る
と
、
四
年
間
変
わ
ら
ず
後
援
会
長
は
同
氏
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
答
弁
だ
と
す
る
と
公
職
選
挙
法
違
反
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

（
会
議
を
止
め
て
実
情
調
査
）　
　

答　

政
治
団
体
一
覧
を
見
る
と
四
年
間
同
氏
と
な
っ
て
お
り
、

私
の
認
識
が
甘
か
っ
た
。
反
省
い
た
し
ま
す
。

阿
部　

純
孝　
議
員

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

就
任
以
来
、
１
期
４
年
の
市
政
運
営
に
対
す
る
総
括
と

検
証
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

就
任
当
初
か
ら
、
市
民
参
加
型
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
四
つ
の
基
本
政
策
を
柱
と
し
て
、
本

市
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
き
た
。

　
　

震
災
以
降
は
、
被
災
し
た
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
一

日
も
早
く
取
り
戻
す
事
を
最
優
先
に
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
全
身
全
霊
を
傾
注
し
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

問　

過
日
、
行
政
報
告
の
あ
っ
た
倒
壊
家
屋
、
事
務
所
等
解

体
撤
去
業
務
受
託
業
者
の
作
業
に
よ
る
有
価
物
窃
盗
事
件

に
係
る
被
害
届
及
び
告
訴
に
つ
い
て
、
平
成　

年
8
月　

２４

２１

日
に
情
報
提
供
が
あ
っ
て
か
ら
、
告
訴
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
、
改
め
て
伺
い
た
い
。

答　

解
体
現
場
か
ら
不
正
に
持
ち
出
さ
れ
た
被
害
品
は
、
ブ

リ
キ
や
鉄
骨
等
で　

万
８
９
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
金
額
に
し
て

２２

　

万
７
、
５
８
８
円
相
当
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
顧
問

４４弁
護
士
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
９
月
６
日
に
宮
城
県

河
北
警
察
署
に
事
件
相
談
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
弁
護
士
相

談
や
警
察
署
へ
の
捜
査
協
力
、
関
係
局
部
内
で
の
協
議
を

踏
ま
え
、
３
月
８
日
に
被
害
届
の
提
出
と
併
せ
告
訴
し
た
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
事
務
処
理
の
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答　

発
災
初
期
か
ら
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
必
要
な
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に

適
正
な
事
務
処
理
が
行
え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
、
災
害

の
状
況
に
応
じ
た
組
織
体
制
の
確
立
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
。
今
後
の
復
興
に
向
け
た
適
切
な
事
務
処
理
を
一
層
加

速
さ
せ
る
た
め
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　

２
月　

日
発
行
の
議
会
だ
よ
り　
　

の
千
田
直
人
議

１３

No.
３３

員
の
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
内
容
（
Ｐ
８
）
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

正　

市
民
の
声
を
反
映
し
て
見
直
す
べ
き

　

誤　

市
民
の
声
を
見
直
す
べ
き

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。《石巻市議会事務局》

〒986－8501　石巻市穀町14番１号
ＴＥＬ（９５）１１１１（代表）
ＦＡＸ（９６）２２７４
Ｅ-mail  assesc@city.ishinomaki.lg.jp

ご
意
見
拝
聴

〜「
市
民
の 
聲 
」〜

こ
え

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
、
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
努
め
て
お
り
、
市
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め「
市
民
の
聲
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
議
場
傍
聴
席

に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ
の
投

函
、
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
随
時

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
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宮城県議会との意見交換

　平成25年１月29日、宮城県議会 大震災復

旧・復興対策調査特別委員会と石巻市議会 東

日本大震災復興促進特別委員会との意見交換

が行われました。

　現在の石巻市の復興の進捗状況及び課題に

ついて説明の後、意見交換が行われました。

▲▲宮城県議会大震災復旧・復興対策調査特別
委員会と東日本大震災復興促進特別委員会と
の意見交換の様子

議会トピックス

石巻市議会豆知識
Ｑ　議決ってなに？

Ａ　市長や議員から提出された議案等を審議して、市議会の意思

を決めることを議決といいます。 

　　議決する主なものは、条例の制定・廃止、予算の決定、決算

の認定、契約、財産の取得・処分などです。

？？？

石巻市の
復興の進捗は？

①氏　　名

②住　　所

③生年月日

新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員ををををををををををごごごごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新しい市議会議員をご紹介します
（４月21日実施の補欠選挙による当選）

　平成25年４月21日に石巻市議会議員の補欠選挙が行われ、新たに５人の議員が誕生

しましたのでお知らせ致します。

① 阿  部 　 利  基 
あ べ とし き

②中里七丁目１番６

号

③昭和５４年１月２４日

① 近藤 　　 孝 　
こんどう たかし

②須江字瓦山前135

番地

③昭和２５年３月１２日

① 阿  部 　 正春 
あ べ まさはる

②渡波字祝田の壱

11番地3

③昭和３０年５月１日

① 首藤 　 博敏 
しゅとう ひろとし

②桃生町新田字新墾

88番地2

③昭和３４年１月６日

① 阿  部 　 吉治 
あ べ よしはる

②渡波字新沼178番

地

③昭和１９年３月３１日

（※左から届出番号順）
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【議長選挙】
○投票総数　29票

　　　有効投票　　２９票

　　　無効投票　　０票

○有効投票中

　　　阿部欽一郎　１６票

　　　千田　直人　１３票

【副議長選挙】
○投票総数　29票

　　　有効投票　　２７票

　　　無効投票　　２票

○有効投票中

　　　長倉　利一　１５票

　　　千田　直人　１１票

　　　�橋　栄一　１票
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２月
４日　産業建設委員会

６日　全国市議会議長会評議員会（東京）

８日　宮城県市議会議長会春季定期総会

１５日　総合防災対策特別委員会

１８日　東日本大震災復興促進特別委員会

１９日　新潟県南魚沼市議会、徳島県藍住町議会行

政視察来石

２２日　議会運営委員会、広報広聴委員会

２５日　保健福祉委員会

２６日　市議会第1回定例会開会（～3月26日まで）

　　　本会議（施政方針演説）

３月
１日　議会運営委員会、広報広聴委員会

４日　本会議（施政方針質疑）

５日　本会議（施政方針質疑）

６日　本会議（条例案審議）

７日　本会議（当初予算案審議）

８日　本会議（追加議案審議）

１１日　東日本大震災犠牲者石巻市追悼式

１２日　総務企画委員会

１３日　環境教育委員会

１４日　保健福祉委員会

１５日　産業建設委員会

１８日　議会運営委員会、広報広聴委員会

１９日　本会議（一般質問）

２１日　本会議（一般質問）

２２日　本会議（一般質問）

２５日　本会議（一般質問）

　　　議会運営委員会

２６日　本会議（委員長報告、追加議案等審議）、閉会

　　　議会運営委員会

４月
１６日　長崎県佐世保市議会、愛知県豊橋市議会

　　　行政視察来石

１８日　第65回東北市議会議長会定期総会

２１日　石巻市長選挙、石巻市議会議員補欠選挙

２３日　総務企画委員会

議会の動き

　厳しい寒さの冬から、桜の便りが聞こえる時
期まで、約１ヶ月間の第１回定例会が開かれま
した。会期中、東日本大震災から２年目の３月
１１日、犠牲になられた方の３回忌を迎えました。
あらためて心からご冥福をお祈りいたします。
市主催の慰霊祭では冒頭、市民コーラスによる
「花は咲く」が合唱されました。“・・・わたし
はなつかしいあの街を思い出す　叶えたい夢も
あった・・・”
　２年が経ち、防災集団移転先の造成が始まっ
た等、復興の槌音が聞こえてきました。
　一方で、「心が折れそうになる」という被災者
の立場に立った支援策、復興推進が強く求めら
れています。なんといっても住まいの再建策が
急がれます。
　この議会だよりが届く頃には、第２回議会報
告会が各地で開かれます。ぜひ、多くの市民の
皆様、ご参加ください。

広報広聴委員会委員　　水澤冨士江

編 集 後 記
表紙から

議長・副議長の選挙結果


